

















　私は 1995 年 4 月から 1998 年 3 月までの短時日であったが，旧労働科学研究所（以下，労研）の
当時の第三研究部（旧社会科学研究室，経済学研究室）研究員として勤務していた。この第三研究
部は主として労研の社会科学系の研究を行う組織であり，かつて藤本武先生はその中核を担い，一















































『世界経済年報』第 1 輯～ 31 輯（叢文閣）や，『日本資本主義発達史講座』全 6 巻（岩波書店，
1932 ～ 33 年）が入っている。また，唯物論関係の書籍も多くあり，『唯物論全集』（三笠書房，













食消費の階層別研究』（第 3 ～ 6 年度，1957 ～ 1960 年）や『家計と栄養状態の分析』（1956 年）な
ども搬出した。また，全国モーターボート競争施行者協議会からの委託研究で藤本先生による調査
報告書『モーターボート競争選手の賞金等に関する調査』（1976 年）といった，労使の間に入り科
学的中立的な立場で労働条件を提示する労働科学研究所が最も得意とする記録も労研の許可を得
て，藤本文庫とあわせて搬出した。
　この他，貴重な報告書等あったに違いないが，その一部しか搬出できなかった。私が研究員時代
に，野沢浩先生から，日本が終戦直後の占領期にサマータイム制度（昨年は国家公務員の「ゆう
活」で話題になった）を実施していた時の影響調査記録が労働科学研究所の資料庫にあると聞いて
いた。どこかに搬出されているはずだが，今となっては確認できなくなっている。
　以上が「藤本文庫」の大分大学経済学部石井研究室に搬出している書籍についての解説である。
貴重な書籍群であり，所在を明らかにするためにも，上述したように本年度中には書籍一覧を作成
し公開していく予定である。
（いしい・まこと　大分大学経済学部教授）
